
東京電力ホールディングス（株）福島第一原子力発電所

２０２６年度　パフォーマンス向上会議情報（２０２６年１０月９日（金）分）

◆「不適合」とは、法律等で報告が義務づけられているトラブルや、設備の点検で見つかる機器の故障など、

発電所の設備や業務の安全性及び信頼性の確保に必要な要求事項を満たしていない状態をいいます。

当発電所では、社内の会議体（パフォーマンス向上会議）において「不適合」と判定したすべての事案を

本ホームページで公表しています。

２０２６年１０月９日のパフォーマンス向上会議で審議された不適合は、下記のとおりです。

番号
ＣＡＱ
影響度

発見日

1 CAQ低 10月7日

2 Non-CAQ 10月6日

3 Non-CAQ 10月6日

不適合内容

【装備脱衣中における体調不良者の発生について】
協力企業作業員が、装備交換所にて作業終了後に体調不良となり、救急医療室を受診。
医師の診断の結果、脱水症と診断された。
調査の結果、定期的な体調確認を実施していたが、作業時間が当初計画を上回っていたことを確認。
今後、休憩時間を取るタイミングをあらかじめ設定することで、再発防止に努める。

【３／４号機サービス建屋におけるPHS用ケーブル切断について】
協力企業作業員が、３／４号機サービス建屋において不要ケーブルを切断する作業を実施していた際、ＰＨＳ用
ケーブルを誤って切断したことを確認。
原因は、不要ケーブルとPHSケーブルが混在しており、誤認して切断したもの。
現地で通信状態を確認した結果、通信に支障はないことを確認。
今後、原因調査及び再発防止対策を検討。

【使用済吸着塔減圧乾燥設備における配管保温材の変色について】
協力企業作業員が、高性能多核種除去設備建屋において、試験中の使用済吸着塔減圧乾燥設備の配管保温材から
白い煙のようなものの発生を確認。
試験を中止して、調査した結果、当該設備のヒータ外側における保温材の一部に変色を確認。
なお、ヒータおよび配管に異常は確認されていない。
今後、原因調査及び再発防止対策を検討。


